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地球を守るカードゲームの開発と実践

漣Hf県立水[１両聯学校今安和彦

おこなった。ゲームをしてもらった小学生は61人

となった．また、.“:13ｲIi111jにｲjわれた第９回

lIt界湖沼会戒において、ポスタ一発炎をし、御意

見をいただいた：それらの愈兄や'1,`､捉上の反応を

みて、カードゲームに政iW(を加えた。１丘成13年度

の授難では、カードゲームをおこなうまでの環境

学習のプログラムをざらに迫ljllした.作成した

カードゲームは{'１分でl：１１Mﾘしたものを１０Ｍ】してい

たので数が少なく、小.？:'１ｉにnIl付することができ

ず、「家族と家でやってみたい」の）櫛に符えられな

かった。そこでカード'1111111を)i1i折に依柧した。

１はじめに

環境学ＩＰＩの紋付に、｢1分の11常'|括を兇ＩＩＴす｢生

1門点検」がある“１Ｍ:段の1j勅が環境に魁い彩欝を

与えていることに式づく効＃しは見受けられるが、

生iiliを変えてみようという.世赦の芽'患えまでには

到らなかった。配Ⅱした生iiIi点検プリントが授業

後、そのままゴミになっていることさえあった。

そこで、ノ|《i1Iiﾉｌ１ｌｉｉをトランプ人のカードでおこな

う＝Ｌﾉとをした。９７:ｌＰＩ後、仇)Ⅱしたカードを)Ⅱいた

遊び〃を'MIiと場･案したのが､｢地上Rを守るカード

ゲーム」である。

３今後の課題

カードゲームが[;llIIilできたことで、平成15年度

より始まる総ｲ『的な`､;:Ｗの１１$１１１１のiVLljl1iができたと

言えよう。環境';:Ｗの救材としてi門lljできるよう

指導案の作成が必奨である。カードゲームを使っ

ての効果的な'7:Ｗができるようなプログラム染の

作成にjli(1)組んでいる．カードゲームを使う研修

の機会をもち、敬ﾌﾟjYMj効ⅡLをみる研究に取り組み

たい‐そのため、＋ＨｊＵｊにもカードゲームを使っ

ていただき、ご#tlUを仰ぎたい。

２活動内容

(1)カードゲームの開発

ＷＩＵ２ｲ|:庇に地';:１ＡのIliﾉC｢（５）地球と人lllU

で環境学刊に取り組んだ仁｢環境にやさしい生活点

検」をカードでおこなった。その他、３つのアク

ティビテイで作成したカードもⅢいて、ゲームを

l#1発した，醤案された遊びﾉﾉには３つの跣定があ

る□地球をiりしているのは１１分であると墨識する

ねらいのもの、みんなで地球を守ろうと取り糾む

姿努を従うもの、そして、ノアの｢1分達のfkiiliでは

地球はどうなるかをゲームの遊び〃として３つの

シュミレーションするものである「この没定に

よって、ゲームをすることで141分逆の生活が環境

1ｹﾞ雄と紺ぴ付いていることを鰡赦し、環境IMI題を

｢1分の'１１１mとしてとらえることのできる効果を持

たせることができた。

(2)カードゲームの内容

遊び〃としては、カードを１１１([ifに拾て、カード

にかかれたポイント分が地球へのr1ｲMrのポイント

とする:｣ポイントが100ﾉﾉﾊﾟ以上になると地球を雌後

にオリした犯人になる］また、１００，１A(以11にならな

かったら地球を`.):ることがでざる｡

(3)カードゲームの実践

カードゲームを汎)Ⅱ性のあるものにするために、

､r成13ｲIilO)1にｉＩ１ｉ少ｲ12のためのﾄﾞﾄ学の祭典」漣

Ｈ１大会にHl1l(し、小'7:'hを吋象にカードゲームを
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